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（参考）ポテンシャル評価において6.6GWが活用可能量と推計

出所：第17回 ERAB検討会資料5-2
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100案件

（参考）ディスアグリゲーションのイメージ
ランダム選択は確率論になるため、約定率を上げるには案件数を最大化するのが合理的

・アグリゲーション効果を失い供給信頼度が低下
・取り扱う案件数増加に伴い、関係事業者間の実務負担も増加
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（参考）シングルプライスオークションにおける一般的なDRの応札行動

既存需要家
（契約済み）

需要家のDR参加コストに
基づく応札

X MW Y MW

Z MW
JPY A/MW

JPY B/MW

Price Taker

Price Maker



本日のアジェンダ
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• 会社概要

• DRとアグリゲーターの役割

• 自由化とDR：制度設計の変遷

• ご相談

埋没DRリソースの最大活用

「全国大の供給力」というパイ（容量市場）におけるイコールフッティング

③ 発動指令電源の調達容量上限、上限超過時のランダム約定

④ メインオークション落札後のリソース建設期間

• まとめ

• Q&A



ご相談事項④ メインオークション落札後のリソース建設期間
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• DRの期待容量には入札時点で「確保済み」と落札後に「確保予定」があり、後者について先行諸外国の容量市
場では、技術的に中立・電源の公平性の観点から新設電源と同様の取り扱いとするのが一般的

• オークション落札から提供開始までの期間について、供給側の新設電源には43ヶ月フルのリードタイムが設定

• 他方、発動指令電源（DR）には落札から電源等登録の期限の22年2月までの18カ月と極めて短く、新設電
源の半分以下のリードタイムしか設けられていない（電源とDRに非対称性あり）

• また、登録後の8カ月間は固定につきリソースの追加や差し替え等は一切認められておらず、需要家企業の倒産・
工場閉鎖・FM事案等に対して柔軟な対応ができないのが実情

• ネガワットや自家発に加え、将来の脱炭素・CN社会の実現に向けて蓄電池やEV等のクリーンなゼロエミ分散型
電源を新設していきたい、そのための十分なリードタイムを確保しておきたいところ

• お願い：現行の電源等登録期限の見直しをご検討いただきたい。少なくとも、8カ月間のリソース固定期間は合
理的な範囲で極力短縮していただきたい。

• 理由：需要側リソースの新設には需要家への説明・勧誘・合意形成等を要し、一定のリードタイムが必要なため。
また、現行の限られた期間でのリソース獲得には、追加人的費用への投資を要するだけでなく、短期間で急いでリ
ソース建設することになり、供給信頼度に影響を及ぼす可能性があるため。

• 参考：先行諸外国の容量市場では、DRにも実需給開始直前までリードタイムが設定されている

新設電源は43ヶ月 vs DRは18ヶ月



（参考）新設リードタイムの国内外制度の比較（詳細版）
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出所：弊社作成

※米国 ISO New Englandの諸制度についてはAppendixを参照

【凡例】　D = 容量提供開始;  　FC = 調達保証金;　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー 　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー　　　　　　　　　　　　【凡例】　D = 容量提供開始;  　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー

実需給開始からXカ月前 -44 -43 -42 -41 -40 -39 -38 -37 -36 -35 -34 -33 -32 -31 -30 -29 -28 -27 -26 -25 -24 -23 -22 -21 -20 -19 -18 -17 -16 -15 -14 -13 -12 -11 -10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 1 2

英国 T-4 T-1 D
新設電源 PR FC PR PR PR PR PR PR C
DRの登録期限 R C
リソース建設期間

西オーストラリア T-2 D
経過報告 PR PR PR
DRの登録期限 R
リソース建設期間

米国 PJM T-3 T-2 T-1 T-0 D
DRの登録期限 R
リソース建設期間

米国 ISO-NE T-3 T-2 T-1 T-0 D
経過報告 PR PR PR PR PR CC PR PR PR PR PR CC PR PR PR
DR専用の措置 PA
DRの登録期間 R
リソース建設期間

※先行する諸外国事例や、我が国特有の安定供給のための確実な調達を念頭に置いた電気事業の在り方等を総合的に勘案すると、ISO-NWの様な粒度の細かいモニタリングが参考になるか

2021 2022 2023 2024
8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

-44 -43 -42 -41 -40 -39 -38 -37 -36 -35 -34 -33 -32 -31 -30 -29 -28 -27 -26 -25 -24 -23 -22 -21 -20 -19 -18 -17 -16 -15 -14 -13 -12 -11 -10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1
日本 広域機関 T-4 →延期 T-1 D
新設電源

DRの登録期間 R 実効性テスト 実効性テスト

リソース建設期間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

【凡例】　D = 容量提供開始;  　FC = 調達保証金;　R = 登録; 　C = 実効性テスト; 　PR = 経過報告; 　PA = パイプライン分析; 　CC = クレジットカバー

ISO-NE



（参考）新設リードタイムの国内外制度の比較（簡易版）
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電源は43ヶ月

DRは18ヶ月
8カ月

リソース固定期間

2022年10月末2022年2月末

出所：第33回 制度検討作業部会 資料6-2 弊社発表資料を修正・加筆

重複確認に
要する期間



（参考）DRリソース登録期限の国内外制度の比較
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出所：各容量市場マニュアルを基に弊社作成

容量市場
オークション
実施時期

DRリソース登録の期限 提供開始時期 参照先

米国 PJM 3年前 提供開始年の11営業日前まで 6月1日
Section 4.3.5, Market 
Manual 18

カナダ IESO 4年前 提供開始月の14営業日前まで
5月1日
11月1日

Section 5.2.1, Market 
Manual 12

米国 NYISO 半年前 提供開始月の18営業日前まで
5月1日
11月1日

Section 4.12.2, ICAP 
Manual

米国 ISO-NE 3年前 提供開始月の7営業日前まで
6月1日
11月1日

Section 13, Market 
Rule 1

英国 National Grid 4年前
提供開始年の4カ月前まで
（80営業日前まで）

10月1日
Sections 8.3.3A(b), 
and 3.10.2(b

日本 広域機関 4年前
提供開始年の25カ月前まで
（500営業日前まで）

4月1日

容量市場業務マニュアル
メインオークションの参加登録編 68頁
第3章 電源等情報
3.1 電源等情報の登録手続き
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（参考）電源Ⅰ´でTSOがリソース重複確認に要するのは5営業日

出所：東京電力パワーグリッド 電源Ⅰ´募集要綱（2022年度向け）21頁



本日のアジェンダ
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• 会社概要

• DRとアグリゲーターの役割

• 自由化とDR：制度設計の変遷

• ご相談

• まとめ

• Q&A



まとめ：ディマンドレスポンス推進における諸課題
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お願い・要望 理由

埋没DR
リソース

の最大活用

① 1地点複数電源区分の早期適応
「安定+発動指令」の1地点複数電源区分の早期適応
2月末の電源等登録、もしくは登録を6月末前まで延期

・一定数の埋没リソースの参入が見込めるため
（足元の電源Ⅰ´で運用実績あり）
・追加オークションでの価格低減が期待できるため

② 意図的に発動しない需給調整契約の取り扱い
旧一電小売による囲い込み (優越的地位の濫用、私的独占)
適取GLにおいて、市場取引移行の道筋を明確化、公正かつ有
効な競争の観点から問題となる行為」と定め、原則禁止と整理

・発動前提で提案する新規参入者は太刀打ちできないため
・供給力確保が急務のなか、活用されるべき需要側リソース
が活用されず、社会全体の不利益につながるため

容量市場
イコール

フッティング

③ 発動指令電源の上限、上限超過時のランダム約定処理の
見直し
・上限3％の見直し、撤廃
・ランダム約定 → 按分約定処理

・上限：上限超過を恐れる心理的要因により0円入札が唯
一の合理的な入札行動、価格シグナル形成に関与できず、
投資回収の予見性を高められないため
・ランダム約定：アグリゲーションとは真逆のディスアグリゲーショ
ンが合理的な応札行動となってしまいポートフォリオ効果によ
る供給信頼度向上が損なわれ実務負担も増えるため

④ メインオークション落札後のリソース建設期間
供給側の新設リソースと需要側の新設リソースのリードタイムに非
対称性あり（43ヶ月 vs 18ヶ月）
電源等登録期限の見直し、8カ月間のリソース固定期間を合理
的な範囲で極力短縮

・リソースの新設には需要家への説明・勧誘・合意形成等を
要し、一定のリードタイムが必要なため
・18カ月という限られた期間でのリソース獲得は、追加費用に
加えて供給信頼度にも影響を及ぼす可能性があるため



本日のアジェンダ
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• 会社概要

• DRとアグリゲーターの役割

• 自由化とDR：制度設計の変遷

• ご相談

• まとめ
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Appendix
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鏡餅：複数商品の積み上げ（Value-Stacking）

41

kW

ΔkW

kWh

電源Ⅰ´、将来的には容量市場：年間の予見可能性を確保

需給調整市場の商品：週・日毎の調達のなかで、適切な機会を見つけ収益を確保

JEPXの商品：スポット・時間前市場に応札し収益を確保

複数商品を積み上げ利益最大化を図りたいものの
土台となるkW価値で様々な課題あり

超高速
商品



蓄電池に加えてネガワットも参加できる超高速応動の商品
豪州FCASの事例

42

• 下げDRでも超高速応動に対応可能である点を捕捉したい

• 豪州FCASの「Contingency Raise」という商品ではDRが参
加、弊社は150以上の大口需要家をアグリゲートし、AEMOに
おいて同商品を提供する事業者としては3番目に大きな事業者

• 応動速度は6秒(fast),60秒(slow),5分(delayed)の三段
階、再エネ電源の普及拡大に伴い更なる慣性力が必要なことか
ら2023年より1秒乃至2秒の新商品を導入予定

• 足元では系統蓄電池・DR・VPP (家庭蓄電池群)が参加

出所：AEMO資料

出所：第17回ERAB検討会 資料3

お願い：広域機関にて慣性力の必要量等の検討を進
めていただいているところ、蓄電池に加えてDRの応答性
も踏まえた活用の仕組みもご検討いただけないか。
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FCAS 応動速度

電源脱落・送電線事故等により著しく周波数が低下
あるデータセンター340ミリ秒以内に応動し系統安定化に貢献

（参考）DR・蓄電池参入により57％のコスト削減

出所：IRENAレポートより抜粋・一部編集 翻訳：環境省
URL：https://www.env.go.jp/earth/report/R01_Reference_2.pdf
将来の再生可能エネルギー社会を実現するイノベーションの全体像：変動性再生可能エネルギー導入のためのソリューション
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H28年度 電源Ⅰ´(九州電力) H28年度電源Ⅰ´(九州電力) RFC RFP D

需要家獲得期間 需要家獲得期間

DR登録期間 DR登録期間 R

容量調達を担保する追加措置 容量調達を担保する追加措置
PR PR PR

SP ※次頁参照
PA PA PA

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

H29年度 電源Ⅰ´(九州電力) H29年度電源Ⅰ´(九州電力) RFP D

需要家獲得期間 需要家獲得期間

DR登録期間 DR登録期間 R

容量調達を担保する追加措置 容量調達を担保する追加措置 C

7月 ～ 4月 4月 7 8 9 12 1 2 4月 7 8 9 12 1 2 4月

日本 容量市場 T-4 T-3 T-2 T-1 D

新設電源（現時点で未定）

DR登録期間 R ※確保済み期待容量 R R

【DRのみ対象】
容量調達を担保する追加措置

PA
※積上型分析に
基づく期待容量

C → C →

需要家獲得期間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

米国 ISO-NE T-3 T-2 T-1 T-0 D

【新設発電・DR対象】
容量調達を担保する追加措置

PR PR PR PR PR CC PR PR PR PR PR CC PR PR PR

【DRのみ対象】
容量調達を担保する追加措置

C PA

DR登録期間 R

需要家獲得期間

（参考）新設電源（確保予定のDR、DERリソース）の調達・建設スケジュール
RFC = 意見募集; RFP ＝ 公募期間; D = 容量提供開始; SP＝未達違約金; R = 登録; C = 実効性テスト; PR = 経過報告; PA = パイプライン分析; CC = クレジットカバー
Request for 
Comment

Request for Proposal Delivery Shortfall Penalty Registration Commission   
Testing

Progress Report Pipeline Analysis Credit Cover

①

②

①における未達違約金と②における継続的な実効性テスト及び登
録を組み合わせることで、確実な期待容量の調達が担保できるの
ではないか。（ISO-NEでも同様の方針を採用）
この調達方法で求められる「実務作業のきめ細かさ」は、系統運
用者による期待容量の確保状況の継続的なモニタリングを可能に
する一方で、アグリゲータ事業者による需要家獲得期間を提供開
始年度まで、一定の期間確保することができる。
既に国内で採用された実績も踏まえ、再度検討することができる
のではないか。
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提供開始まで残りXヶ月 -44 -43 -42 -41 -40 -39 -38 -37 -36 -35 -34 -33 -32 -31 -30 -29 -28 -27 -26 -25 -24 -23 -22 -21 -20 -19 -18 -17 -16 -15 -14 -13 -12 -11 -10 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 1 2

（参考） 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

H28年度 電源Ⅰ´(九州電力) H28年度電源Ⅰ´(九州電力) RFC RFP D

需要家獲得期間 需要家獲得期間

DR登録期間 DR登録期間 R

容量調達を担保する追加措置 容量調達を担保する追加措置
PR PR PR

CC
PA PA PA

英国 T-4 T-1 D

新設発電 PR FC PR PR PR PR PR PR C

DR登録期間 R C

需要家獲得期間

西オーストラリア T-2 D

容量調達を担保する追加措置 PR PR PR

DR登録期間 R

需要家獲得期間

米国 PJM T-3 T-2 T-1 T-0 D

容量調達を担保する追加措置 FC

DR登録期間 R

需要家獲得期間

米国 ISO-NE T-3 T-2 T-1 T-0 D

容量調達を担保する追加措置 PR PR PR PR PR CC PR PR PR PR PR CC PR PR PR

【DR対象】
容量調達を担保する追加措置

C PA

DR登録期間 R

需要家獲得期間

（参考）諸外国の容量市場におけるDR調達のタイムライン
RFC = 意見募集; RFP ＝ 公募開始; D = 提供開始; FC = 落札保証金; SP＝未達違約金; R = 登録; C = 動作試験; PR = 経過報告; PA = パイプライン分析; CC = クレジットカバー
Request for 
Comment

Request for Proposal Delivery Financial 
Commitment

Shortfall Penalty Registration Commission   
Testing

Progress Report Pipeline Analysis Credit Cover
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出典：平成28年度 九州電力 電源Ⅰ´募集要綱

（参考）九州電力
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出典：平成28年度 九州電力 電源Ⅰ´募集要綱

（参考）九州電力
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• アグリゲータ事業者は、Customer Acquisition Planの提出が義務付けられています。 （PJM
におけるDR Sell Offer Planに相当）

• さらに、アグリゲータ事業者は、他の事業者と同様にCritical Path Scheduleの提出が求められます。こ
れは、新設発電設備の建設計画と同等のものです。

• したがい、各DRの入札案件は新設の発電設備と同じように、容量の確保状況が監視・評価がされています。

• 一方、アグリゲータ事業者のみを対象にした措置もあります。 Critical Path Scheduleにおいて、マイルス
トーンの設定が求められ、それぞれのマイルストーンまでにどれくらいの割合の容量が調達・確保できるの
かを記載し、毎年実施される追加オークション前に提出することが義務付けられています。この内容と
Customer Acquisition Planの内容の整合性を図る必要があります。

• さらに、アグリゲータ―事業者は、入札時点から継続的に実効性テストを実施し、実効性テストの結果を月
間報告書として提出します。これにより、調達側の市場運営者は、各マイルストーン毎に容量調達・確保状
況を逐一監視することができます。

• 実効性テストは、入札時点～容量提供開始の1か月前の間であれば、いつでも実施することが可能です。 ア
グリゲータ事業者は、ISO-NEに実効性テスト実施を希望する旨を申し出、ISO-NEは申し出があった日か
ら20日以内に任意のタイミングで実効性テストを実施します。

米国東部 ISO-NEにおけるDRの容量調達の考え方
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1. パイプライン分析. 1年前の追加オークション（T-1）の直前の時点で、critical path schedule における

期待容量の確保状況が全体の30％以下であった場合、アグリゲータ事業者は、パイプライン分析の提出

が求められます。パイプライン分析には、参加意思表明済みの需要家、参加見込み需要家、各需要家の

供出電力（kW）、協議状況の記載が求められます。この要件は、技術的に中立な観点から、新設の発電

設備にも同様に求められます。これにより、調達母体である系統運用者は、どの程度の期待容量が未達

のリスクにあるのかを確認することができます。

2. クレジットカバー（預託金） ISO-NEでは、落札事業者は毎年の追加オークションにおいて落札容量を売

ることができます。その際に、売却する容量に対する係数が毎年増加するような仕組みになっており、こ

れをクレジットカバーと言います。確保できてない期待容量１MW毎に対し、3年前のメインオークショ

ン直後は1倍、2年前の追加オークション後は2倍、そして最後の追加オークション後は3倍の係数が適用

されます。これにより、落札事業者にはより早い段階で期待容量を確保しようとするインセンティブが働

き、仮に調達できなかった場合でも、より早い段階で容量を売却することができます。

米国東部 ISO-NEでは、以下の追加措置が講じられている

(※) Credit cover requirements are set out in Exhibit IA of ISO-NE’s tariff, 
available at htps://www.iso-ne.com/statc-assets/documents/regulatory/tarif/sectt1/sectti.pdf. 
Section VII.B.2.b is the most relevant part. 
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出所：PJM data from annual Load Response Activity Reports; ISO-NE data collected from ISO-NE staff DRWG presentations.

容量市場 PJM (165 GW) ISO-NE (27.7 GW)

提供年 2014-15 2015-16 2016-17 2014-15 2015-16 2016-17

調達容量（MW） 7,155 10,902 8,349 329 317 276

未調達分容量（MW） 53 103 63 23 26 20

未調達分容量（%） 0.74% 0.94% 0.75% 6.99% 8.20% 7.43%

ピーク需要における
DR未達分容量の割合

0.03% 0.06% 0.75% 0.08% 0.09% 0.07%

（参考）PJMとISO-NEでは3年前オークションにDRが参加可能

未調達分の容量は、市場全体で調達する供給力（ピーク需要）の１％以下



実効性テストの代替報告の範囲拡大について

51

出所：容量市場 実効性テストマニュアル説明会資料

• 12月上旬の説明会にて、電源Ⅰ´発動実績を
もって代替報告が可能と説明

• 代替報告による実効性テストの省略が需要家の
負担軽減になると認識しているが、制約が多く以
下を理由に代替報告は極めて困難と思慮

➢ 理由① オークション方式が異なるため案件数の
不一致が生じる（次頁参照）

➢ 理由② 調整力公募・容量市場、それぞれのタイ
ムラインが異なり需要家リストは一致しない

➢ 理由③ メインオークションの要綱公布時点で実
効性テストの実務要件の詳細は予見できなかった

• お願い：代替報告の制約緩和・範囲拡大につき
ご検討いただきたい。例えば、A・B・Cの3地点でイ
チダッシュで運用実績があり、容量市場ではA・B・
C・Dが1案件構成となっている場合、A・B・Cにつ
いてはイチダッシュの実績で代替報告とさせていた
だけないか。（あくまで一例）
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（参考）オークション方式毎の一般的な入札行動

３案件

１案件

• オークション方式が異なることから入札戦略の考え方も抜
本的に異なる

• マルチプライスオークションでは高値落札を目指すと不落リ
スクが高まる一方、落札の確実性を追求すると安価となる

• そのため最適な入札行動は複数の入札案件をもってリス
ク分散させつつ収益性を確保するのが一般的

• シングルプライスオークションでは、現行ルールでは発動指
令電源には上限が設定されていることもあり、0円に近い
プライステイカーになるのが合理的かつ一般的な入札行動

• また、実運用断面のアグリゲーション効果による供給信頼
度向上の観点から、案件を可能な限り纏めて1入札とす
るインセンティブが働く（※24年度はランダム約定なし）

• 上記オークション方式の相違により、電源Ⅰ´では複数案
件、容量市場では単一案件となり案件数が不一致となる
蓋然性が高いことから、実効性テストを見越して電源Ⅰ´
入札案件（需要家リスト）を準備することは不可能

52
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（参考）調整力公募・容量市場タイムラインとメインオークション要綱公布時点の代替報告の詳細

調
整
力
公
募

容量市場
2024年度向け
案件数が確定

電源Ⅰ´
2022年度向け
案件数が確定

2020年2月開催 容量市場 制度詳細説明会資料より抜粋

2020年7月7日応札
同年9月14日落札
メインオークション
約定結果公表

※2021年11月下旬入札
同年12月7日落札
調整力公募結果公表

出所：容量市場 制度詳細説明会資料に一部追記


